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わがまち・この人
奥多摩猟友会地区長

小河内在住大久保雄二（７５歳）さん



６月１０日から６月１７日の会期８日間で、町長提出案件の５件を審議しました。議決結果は下記の表
のとおりです。

議 案 名

議 員 名

議長：小峰 陽一 〇＝賛成 ×＝反対※議長は採決に加わらないが賛否同数の場合は議長が裁決します。

（２）

区
分

議席番号 1 2 3 4 5 6 8 9 10

議
決
結
果

榎
戸

雄
一

伊
藤

英
人

森
田

紀
子

相
田
恵
美
子

大
澤
由
香
里

澤
本

幹
男

宮
野

亨

高
橋

邦
男

原
島

幸
次

報
告

第01号
令和６年度奥多摩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書
について

- - - - - 欠 - - - -

条
例

第35号 奥多摩町簡易給水施設等設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決

第36号 奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決

人
事

第37号
奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求
めることについて

無記名投票 賛成：8票 反対：０票 同意

契
約

第38号 丹三郎水神前地内分譲地造成工事請負契約について 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決

予
算

第39号 令和７年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決

議 案 名

議 員 名

同委員 山宮 敏夫氏 の任期満了に伴い、その後任者として水野繁雄氏を選任しようとするもの。

住所  奥多摩町小丹波
氏名  水野 繁雄 氏

人事

１６社による指名競争入札の結果、 「佐久間建設株式会社」が落札。本工事は丹三郎の町有地6,029
㎡において分譲地10区画を造成するもので、工期は令和９年3月まで。

契約

■議案第37号

■議案第38号

問 保留地が2箇所ある理由は。

答 １つ目は、丹三郎自治会からの要望により、生活館の候補地として確保
するため。２つ目は隣接する畑と道路との境界に余裕を持たせるため。

問 ２箇所の緑地の配置については。

答 東京都の条例に従い、１つ目は、中央に住民が憩える場所として配置。
２つ目は、南西側（写真：左下）は日陰ができる場所のため配置している。

問 日照対策は。

答 構造はひな壇状に行う計画で、宅地内では段差を設け整備する予定。 ※日陰が懸念される



問 防犯機器等とあるが具体的には。

答 東京都が実施する「防犯機器等購入緊急補助事業補助金」を活用し、1世帯につき1回限りで防
犯対策品の購入及び設置した費用の2分の1（上限20,000円）を助成する。住宅への侵入窃盗など
の犯罪を未然に防止するために実施するもので、令和７年4月1日以降に設置された防犯対策品につ
いても補助対象とする。

●防犯カメラ ●カメラ付きインターホン ●人感センサーライトなど

予算

（３）

■議案第39号（補正予算）

予算 ■議案第39号（補正予算）

都の移住・定住促進市町村支援事業、空き家利活用等区市町村支援事業などの補助金2,620万円
を活用し、移住・定住促進を図る目的で、次の5事業と移住・定住イベントへの出展を予定している。
①定住対策用物件改修設計 ②移住・定住アドバイザー派遣 ③移住体験ツアー
④移住・定住ＰＲグッズ作成  ⑤移住体験住宅実施設計

問 ③移住体験ツアーの委託先と昨年まで実施した状況は。

答 委託先は現在のところ未定。昨年度は東京都が主体となり、町では計５回実施し延べ７３名参加。

問 ⑤移住体験住宅建設に向けては、単なる移住・定住でとどまらず永住へと繋がるような取り組みに
すべきであると考えるが、町の考えを問う。

答 移住体験住宅建設では、奥多摩町の良さを分かってもらえるよう、町に移住したいという方が一時
的に居住し町の暮らしを体験する住宅であり、体験から定住、さらには永住へと繋がる取り組みとし
たい。

問 ①定住対策用物件改修設計と⑤移住体験住宅実施設計の場所は。

答 ①現時点では場所は未定。 ⑤古里附入川の町所有地に建設予定。

増

増

農事組合法人丹波山倶楽部の原木舞茸生産施設を視察

●原木舞茸のクラフトジン ●香り豊かな舞茸の加工品

問 ⑤移住体験住宅として設計予定の住宅は、いつ頃建設されるのか。

答 本年度中に実施設計を行い、来年度に建設予定。

●原木舞茸のほだ木 ●収穫期の舞茸

ほだ木を殺菌して、舞茸を培養する施設にうかがいました。原木舞茸の生産はめずらしく、全国から視察がき
ます。「山の恵み」を代表する特産品として、奥多摩町内の旅館等でも提供されています。
収穫・出荷は9-10月ころ。



町

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

澤
本

幹
男
議
員

さ
わ
も
と

み
き
お

（自
民
党
清
新
会
）

１ 

今
後
の
魅
力
あ
る
少
子
化
対
策
事
業
に
つ
い
て

２ 

奥
多
摩
町
の
サ
ル
対
策
に
つ
い
て

１

引
き
続
き
子
育
て
支
援
と
移
住
・
定
住
を
促
進

２

檜
原
村
を
参
考
に
対
策
を
行
う

問答

町
は
日
本
一
の
子
育
て
支
援
事

業
を
推
進
し
て
き
た
。
町
独
自
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
事
業

と
し
て
15
項
目
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
最
近
近
隣
の
市
町
村
で
も

特
に
移
住
・
定
住
対
策
に
力
を
入

れ
始
め
て
い
る
。
以
下
問
う
。

①
今
ま
で
行
っ
て
い
た
15
項
目
の

少
子
化
対
策
事
業
は
見
直
し
を
す

る
の
か
。

②
若
い
世
代
が
移
住
の
決
め
手
と

な
る
魅
力
あ
る
事
業
は
考
え
て
い

る
か
。

①
昨
年
度
３
学
期
か
ら
都
内
の

公
立
小
中
学
校
で
学
校
給
食
費
が
無

償
と
な
り
、
今
年
度
９
月
か
ら
保
育

料
の
第
一
子
無
償
化
が
開
始
さ
れ
る
。

「
何
か
別
の
魅
力
あ
る
少
子
化
対
策

事
業
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
認
識
し
て
い
る
。

②
今
年
度
「
子
育
て
定
住
推
進
課
」

を
設
置
し
、
子
育
て
支
援
と
移
住
・

定
住
に
係
る
事
業
を
一
体
化
し
た
。

引
き
続
き
子
育
て
支
援
の
充
実
と
移

住
・
定
住
促
進
を
図
る
。

近
年
、
特
に
サ
ル
の
出
没
が
多

く
な
り
一
生
懸
命
畑
に
植
え
た
農
作

物
は
収
穫
寸
前
に
食
べ
ら
れ
、
畑
も

荒
ら
さ
れ
て
長
年
畑
作
業
を
し
て
き

た
方
は
シ
ョ
ッ
ク
で
気
落
ち
す
る
。

近
隣
で
は
檜
原
村
が
サ
ル
対
策
を
行

い
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
聞
い
た
。
以
下
問
う
。

①
檜
原
村
の
実
例
は
参
考
に
な
る
か
。

②
公
助
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

③
対
策
の
予
算
は
ど
う
す
る
の
か
。

①
檜
原
村
の
サ
ル
対
策
は
大
い

に
参
考
に
な
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
追
い
払
い
対
策
か
ら
、

最
終
的
に
は
群
れ
の
状
況
に
応
じ

「
大
規
模
捕
獲
」
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
段
階
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

③
大
規
模
捕
獲
に
係
る
餌
代
や
檻
の

設
置
費
用
は
東
京
都
の
補
助
を
活
用

し
、
今
年
度
中
に
、
補
正
予
算
を
計

上
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１
問

２
問

6月議会の一般質問は6月１７日に行われました。
内容は、要約して質問順に掲載しています。

（４）

答
２

答
１

※今回の一般質問から録画映像を8月５日よりユーチューブ配信します。

https://www.youtube.com/@Okutama-gikai または町ホームページをご覧ください。



議 員 名

住
民
サ
ー
ビ
ス
に

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を

現
状
で
は
導
入
困
難
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
、
向
上
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
努
め
る

た
サ
ー
ビ
ス
等
を
実
施
、
日
々
の
生

活
の
豊
か
さ
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
寄
与
す

る
未
来
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提

供
し
て
い
る
。
奥
多
摩
町
役
場
は
令

和
９
年
度
中
に
新
庁
舎
で
の
業
務
開

始
を
予
定
し
て
い
る
。
新
庁
舎
に
お

け
る
来
庁
者
の
動
線
は
、
シ
ン
プ
ル

で
あ
り
、
１
階
は
各
課
窓
口
が
直
線

的
で
見
通
し
も
よ
く
、
２
階
の
執
務

室
に
つ
い
て
も
吹
き
抜
け
に
よ
り
把

握
し
や
す
い
設
計
と
し
て
い
る
。
庁

舎
内
の
各
種
案
内
用
サ
イ
ン
も
必
要

な
対
応
を
図
る
。
ま
た
、
新
庁
舎
の

経
費
は
当
初
の
見
込
み
よ
り
増
大
し

て
い
る
状
況
で
、
各
種
経
費
の
節
減

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
で
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
は
困
難
で
あ
る
が
、
引
き
続
き

先
端
技
術
の
導
入
に
関
し
て
、
東
京

都
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
か
ら

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
と
も
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
る
。

大
阪
万
博
で
は
、
様
々
な
ロ
ボ
ッ

ト
が
活
躍
し
て
い
る
。
町
で
は
２
年

後
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る
。
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
わ
さ
ぴ
ー
」
を
Ａ
Ｉ
化

し
、
副
町
長
配
下
待
遇
で
ホ
ー
ル
内

に
常
駐
さ
せ
た
い
。
効
果
は
来
庁
者

の
初
動
案
内
を
自
動
化
し
、
手
続
き

や
防
災
情
報
な
ど
瞬
時
に
回
答
。
職

員
の
負
担
軽
減
に
繋
げ
る
。
観
光
客

や
外
国
人
に
多
言
語
で
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
製
作
期
間
は
２
年
と

す
る
。

先
行
事
例
と
し
て
、
熊
本
県
南
関
町

役
場
や
山
梨
県
富
士
川
町
役
場
は
Ａ

Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。

問答

問 宮
野

亨

議
員

み
や
の

と
お
る

（公
明
党
）

大
阪
万
博
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
と
呼
ば
れ
、
会
場
内
で

体
験
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
25
の
企

業
や
団
体
か
ら
50
機
種
以
上
参
加
し

て
お
り
、
人
と
の
関
わ
り
を
前
提
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
会
場
な
ど
様
々
な
所
で

人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
施
設
内

搬
送
、
案
内
、
清
掃
、
警
備
と
い
っ

答

（５）

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

問答

ご
み
減
量
に
つ
い
て
住
民
に
対

し
、
「
可
燃
ご
み
10
％
減
量
大
作

戦
」
や
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
補

助
の
拡
大
な
ど
を
実
施
し
、
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
の
一
人
１
日
あ
た
り
の
排

出
量
の
平
均
を
比
べ
る
と
、
当
町
は

西
秋
川
衛
生
組
合
の
全
体
の
平
均
よ

り
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
、
私
は
一
番
の
要

因
は
生
ご
み
の
排
出
方
法
に
あ
る
と

思
う
。
可
燃
ご
み
の
30
％
が
生
ご

み
で
、
そ
の
内
80
％
が
水
分
と
言

わ
れ
て
い
る
。
観
光
ご
み
や
食
品
ロ

ス
、
畑
の
草
な
ど
の
排
出
も
考
え
ら

れ
る
。
町
は
自
然
環
境
保
護
の
観
点

か
ら
も
組
合
へ
の
負
担
金
の
軽
減
の

面
か
ら
も
ご
み
減
量
の
さ
ら
な
る
取

組
み
を
す
べ
き
と
思
う
。
そ
こ
で
、

問
う
。

①
町
の
可
燃
ご
み
排
出
量
の
要
因
に

つ
い
て
町
の
見
解
は
。

②
効
果
的
な
方
策
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
組
み
が
考
え
ら
れ
る
か
。

①
事
業
系
一
般
廃
棄
物
を
町
が

受
け
入
れ
処
理
し
て
い
る
た
め
、
事

業
系
の
可
燃
ご
み
の
排
出
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
４
施
設
あ
る
特
養

ホ
ー
ム
の
入
居
者
数
も
人
口
の
約

10
％
と
多
く
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
排
出
量
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
観
光
ゴ
ミ
も
要
因
の
一

つ
と
い
え
る
。

②
現
状
を
打
開
す
る
即
効
性
の
取
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
生
ご
み
等
の
排
出
方

法
や
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
広
報

お
く
た
ま
」
で
の
ご
み
減
量
の
周
知
、

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
の
ご
み
減
量
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
の
出
展
な
ど
地
道
に
住
民
、

事
業
者
に
ご
み
減
量
へ
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
く
。

答

生ごみはよく水分を切って
捨てると減量に繋がります

高
橋

邦
男
議
員

た
か
は
し

く
に
お

問
（山
な
み
会
）

ご
み
減
量
（
特
に
可
燃
ご
み
）
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

地
道
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く



議 員 名

「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
早
期
開
通
に

向
け
て
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

都
知
事
、
各
局
幹
部
及
び
都
議
会
に
対
し
て

早
期
全
面
開
通
の
要
望
を
行
な
っ
て
い
く

し
て
お
り
、
道
路
の
区
域
を
決
定
す

る
手
続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
」
の
実

施
、
「
（
仮
称
）
丹
三
郎
ト
ン
ネ
ル

実
施
設
計
」
、
「
（
仮
称
）
寸
庭
連

絡
路
の
橋
梁
設
計
」
等
を
鋭
意
進
め

て
い
る
。

②
引
き
続
き
東
京
都
や
関
係
す
る
地

域
住
民
の
皆
様
に
対
し
、
全
面
的
に

協
力
し
、
早
期
に
全
面
開
通
を
目
指

し
て
い
く
。

③
東
京
都
町
村
会
並
び
に
東
京
都
町

村
議
長
会
合
同
に
よ
り
、
毎
年
、
都

知
事
を
は
じ
め
、
各
局
幹
部
や
都
議

会
に
対
し
「
東
京
都
予
算
編
成
に
対

す
る
要
望
」
や
西
多
摩
建
設
事
務
所

な
ど
へ
引
き
続
き
早
期
の
全
面
開
通

の
要
望
を
行
な
っ
て
い
く
。

「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
は
総
延
長

７
ｋ
ｍ
で
、
平
成
13
年
５
月
に
愛
宕

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
平
成
27
年
５

月
に
は
海
沢
か
ら
棚
沢
住
安
戸
ま
で

の
城
山
工
区
２
・
８
ｋ
ｍ
が
開
通
し

全
体
の
70
％
が
完
成
し
た
。
町
は
急

峻
な
地
形
が
多
く
大
規
模
な
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
迂
回
ル
ー
ト

が
存
在
せ
ず
通
行
止
め
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
は

棚
沢
地
区
か
ら
丹
三
郎
地
区
ま
で
の

残
り
１
・
９
ｋ
ｍ
と
な
る
が
、
全
線

が
開
通
す
れ
ば
、
地
域
の
防
災
力
の

向
上
や
、
災
害
時
の
「
孤
立
の
防

止
」
に
も
つ
な
が
る
。
以
下
問
う
。

①
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
早
期
の
全
面
開
通
に
向
け
て
の
今

後
の
町
の
対
応
は
。

③
東
京
都
に
対
し
て
の
町
の
対
応
は
。

問答

問 原
島

幸
次
議
員

は
ら
し
ま

ゆ
き
つ
ぐ

（自
民
党
清
新
会
）

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

問答

東
京
都
は
今
年
度
か
ら
「
カ
ス

タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例

」

を

施

行

し

た

。

カ

ス

タ

マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
顧
客

等
か
ら
就
業
者
に
対
し
て
、
そ
の

業
務
に
関
し
て
行
わ
れ
る
著
し
い

迷
惑
行
為
の
こ
と
を
指
す
。
就
業

者
に
は
、
企
業
の
従
業
員
は
も
ち

ろ
ん
、
個
人
事
業
者
、
自
治
体
職

員
、
議
員
、
教
育
現
場
も
含
ま
れ

る
。
都
は
相
談
窓
口
の
開
設
や
団

体
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
予
定
し
、

企
業
向
け
の
奨
励
金
や
団
体
向
け

の
補
助
金
を
公
募
し
て
い
る
。

誰
も
が
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
る
側
に
も
行
う
側
に

も
な
り
得
る
と
い
う
視
点
も
不
可

欠
で
あ
る
。

①
町
は
役
場
や
教
育
現
場
に
お
い

て
カ
ス
ハ
ラ
防
止
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

②
町
内
の
民
間

事
業
者
や
個
人

事
業
者
に
都
の

条
例
の
周
知
は
。

問

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
に
つ
い
て

都
の
条
例
に
応
じ

町
も
連
携
し
て
い
く

①
役
場
に
お
い
て
は
令
和
６
年
12

月
に
「
奥
多
摩
町
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
見
直
し
、
職
員
に
周
知
し
た
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
ク
レ
ー
ム
対
応
の
項
目

が
あ
り
不
当
要
求
や
暴
力
行
為
な
ど
へ

の
対
応
が
あ
る
。
東
京
都
が
定
め
る

「
公
務
現
場
」
に
は
教
育
現
場
も
含
ま

れ
、
役
場
と
同
じ
観
点
か
ら
進
め
る
。

住
民
福
祉
と
公
務
従
事
者
の
心
身
の
健

康
が
並
び
立
つ
対
応
が
重
要
だ
と
考
え

る
。

②
条
例
の
施
行
に
関
し
て
は
区
市
町
村

の
責
務
や
努
力
義
務
の
規
定
は
な
い
が
、

東
京
都
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

住
民
と
の
距
離
が
近
い
市
町
村
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
と
示
し
て
お
り
、
東

京
都
の
方
針
や
求
め
に
応
じ
て
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

答

相
田

恵
美
子
議
員

あ
い
だ

え

み

こ

（ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
会
）

（６）

①
町
の
重
点
要
望
と
し
て
「
多
摩

川
南
岸
道
路
」
の
早
期
完
成
に
向
け
、

西
多
摩
建
設
事
務
所
に
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
求
め
て

い
る
。
現
在
「
用
地
測
量
」
は
完
了

答



議 員 名

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

榎
戸

雄
一
議
員

え
の
き
ど

ゆ
う
い
ち

問答

山
の
ふ
る
さ
と
村
は
、
環
境
保

全
へ
の
意
識
を
高
め
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
建
設
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
照
明
設
備
の
旧

式
化
に
加
え
一
部
で
は
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
。
施
設
の
老
朽
化
は
利
用
者

の
安
全
性
や
快
適
性
の
低
下
を
招
き
、

魅
力
低
下
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
施
設
全
体
の
改
修

に
向
け
た
第
一
歩
と
位
置
付
け
る
べ

き
で
あ
る
。
以
下
問
う
。

①
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
取
組
は
。

②
大
規
模
改
修
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

問

奥
多
摩
町
が
直
面
す
る
人
口

減
少
と
高
齢
化
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
が
生
成
Ａ
Ｉ

技
術
の
導
入
の
取
組
で
あ
る
。
先
行

自
治
体
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
実
現

し
て
い
る
事
例
も
存
在
す
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
業
務
改
善
に

向
け
た
検
討
状
況
と
今
後
の
導
入
計

画
に
つ
い
て
町
の
見
解
を
問
う
。

山
の
ふ
る
さ
と
村
は
東
京
都
の
施

設
で
、
大
規
模
改
修
は
東
京
都
が
行
う

と
協
定
書
で
取
り
決
め
を
し
て
い
る
。

①
施
設
内
の
一
部
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
実
施

済
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
今
後
の
改

修
に
努
め
る
と
の
考
え
で
、
町
も
要
望

活
動
を
通
じ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

②
施
設
が
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
多
く
見
ら
れ
る
。

大
規
模
改
修
は
必
要
で
あ
る
が
、
東
京

都
の
担
当
者
レ
ベ
ル
の
回
答
で
は
計
画

が
な
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
同
様
に
町
も
要
望

活
動
等
を
通
じ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

１

山
の
ふ
る
さ
と
村
、
未
来
へ
の
灯
り
を
点
す

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
大
規
模
改
修
の
展
望

２

生
成
Ａ
Ｉ
導
入
・
自
治
体
の
未
来
を
拓
く
か

１

東
京
都
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る

２

効
果
と
検
証
を
行
い
な
が
ら
推
進
を
図
る

（自
民
党
清
新
会
）

答
１

町
の
課
題
は
全
国
的
に
も
多
く
の

自
治
体
と
共
通
し
て
い
る
。
町
職
員
に

求
め
ら
れ
る
能
力
や
ス
キ
ル
も
複
雑
化
、

高
度
化
し
て
い
る
。
現
在
、
町
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
導
入
の
取
組
は
初
期

段
階
に
あ
る
が
、
東
京
都
が
進
め
て
い

る
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
。
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
か
ら

始
め
効
果
と
検
証
を
行
い
な
が
ら
推
進

を
図
る
。

答
２

１
問
２

（７）

問答

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

１

ス
マ
ホ
で
役
場
を
持
ち
歩
く

奥
多
摩
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

２

持
続
可
能
な
観
光
立
町
を
め
ざ
し
て

（
外
国
人
観
光
客
の
動
向
）

１

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く

２

持
続
可
能
な
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

伊
藤

英
人
議
員

い

と

う

ひ

で

と

（ど
ん
ぐ
り
）

問答

長
期
総
合
計
画
な
ど
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
回
覧
板
の
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
二

元
化
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
取
組

み
例
の
多
く
は
、
ラ
イ
ン
で
実
現
可

能
と
考
え
る
。

町
公
式
ラ
イ
ン

の
開
設
は
。

西
多
摩
地
域
の
２
０
２
４
年
度

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
は
、
奥
多
摩
町

は
青
梅
市
に
次
い
で
第
２
位
。
観
光

公
害
や
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

①
今
夏
の
取
組
は
。

②
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
へ
の
加
入
は
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ー
ブ
ノ
ー
ト
レ
イ

ス
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
、

奥
多
摩
町
、
青
梅
市
、
あ
き
る
野
市

間
で
の
活
動
の
連
携
に
つ
い
て
の
協

議
予
定
は
。

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
て
い

る
が
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
開
設
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
東
京
都
な
ど
と

連
携
、
支
援
を
う
け
な
が
ら
運
営
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

答
１

問
２

問
１

①
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

観
光
ゴ
ミ
袋
の
販
売
・
回
収
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
河
川
の
監
視
・
呼
び
か
け
な

ど
を
予
定
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
を
目
的
に
、

一
般
財
団
法
人
デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
財
団
と
連
携
協
定
を
締
結
。

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
多
言
語
対
応

の
マ
ナ
ー
啓
発
を
新
た
に
実
施
。

②
昨
年
、
担
当
者
が
来
庁
。
財
政
や
事

務
の
負
担
を
踏
ま
え
る
と
メ
リ
ッ
ト
を

見
出
せ
な
い
。
近
隣
自
治
体
も
加
入
の

動
き
は
な
い
。

③
同
団
体
と
３
市
町
が
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
を
予

定
。
西
多
摩
地
域
で
環
境
配
慮
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
持
続
可
能
な
観
光

地
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
す
る
。

答
２



議 員 名

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

全
国
で
は
集
落
支
援
員
が
地
域

活
性
に
貢
献
し
て
お
り
、
奥
多
摩
町

で
も
令
和
７
年
度
に
導
入
さ
れ
た
。

今
後
の
制
度
展
開
、
地
域
課
題
へ
の

対
応
、
人
材
体
制
、
既
存
制
度
と
の

連
携
に
つ
い
て
町
の
方
針
を
問
う
。

①
今
後
の
制
度
展
開
に
向
け
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
地
域
課
題
（
見

守
り
、
防
災
、
空
き
家
、
交
通
等
）

に
対
応
さ
せ
て
い
く
計
画
か
。

②
集
落
支
援
員
の
人
材
確
保
・
研

修
・
評
価
体
制
の
整
備
方
針
に
つ
い

て
。

③
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
民
生
委
員
等
既
存
の
制

度
と
の
役
割
分
担
や
連
携
に
つ
い
て
。

問

優
先
す
べ
き
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

現
時
点
で
具
体
的
な
課
題
は
示
せ
な
い

こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

各
自
治
会
長
に
は
支
援
員
を
紹
介
し
、

今
後
の
活
動
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

②
現
時
点
で
は
、
人
材
確
保
・
研
修
・

評
価
体
制
の
整
備
方
針
は
未
策
定
。
研

修
に
つ
い
て
は
、
集
落
支
援
対
策
等
に

関
す
る
研
修
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
受
講

を
促
す
方
針
。

③
集
落
支
援
員
の
活
動
に
お
い
て
は
、

町
保
健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
、
民
生
委
員
と
の
連
携
が
重

要
。
担
当
は
企
画
財
政
課
だ
が
、
勤
務

場
所
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
、
専

門
職
と
の
連
携
が
取
り
や
す
い
体
制
を

整
備
。
各
機
関
が
役
割
を
果
た
し
つ
つ

チ
ー
ム
と
し
て
対
応
し
て
い
く
方
針
。

森
田

紀
子
議
員

も
り
た

の
り
こ

（宇
宙
会
）

問答

集
落
支
援
員
制
度
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

集
落
支
援
員
が
地
域
の

現
状
を
把
握
し
、
課
題
を
整
理

①
令
和
７
年
度
は
、
ま
ず
集
落

支
援
員
が
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

課
題
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
着
手
。

地
域
の
意
向
や
町
の
実
情
に
合
っ
た

制
度
構
築
を
進
め
る
。
特
に
過
疎
化

が
進
む
小
河
内
地
区
を
中
心
に
、
大

沢
地
区
・
日
原
地
区
に
も
出
向
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
確
認
し
、

答

①若者定住対策用地の販売する際に地域の要望を
②第６期長期総合計画の高齢者に対する施策の取り
組みは

問答

①
町
営
若
者
住
宅
の
入
居
期
間

は
世
帯
主
の
年
齢
で
決
ま
り
、
退
去

期
限
が
若
者
世
代
の
大
き
な
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
子
育
て
世

帯
は
子
ど
も
の
転
校
も
強
い
ら
れ
る
。

退
去
期
限
を
「
末
子
が
中
学
卒
業
ま

で
」
ま
た
は
「
小
学
卒
業
ま
で
」
に

延
長
で
き
な
い
か
。

②
高
校
卒
業
後
の
大
学
等
進
学
で
は
、

高
額
な
学
費
に
加
え
交
通
費
が
保
護

者
の
大
き
な
負
担
に
な
る
。
大
学
等

へ
の
通
学
に
係
る
定
期
代
の
補
助
が

で
き
な
い
か
。

③
奥
多
摩
中
学
校
に
部
活
動
が
な
い

た
め
、
町
外
の
中
学
へ
進
学
す
る
生

徒
が
い
る
。
そ
の
保
護
者
に
は
交
通

費
の
負
担

が
生
じ
る
。
町
外

中
学
進
学

時
の
交
通

費
支
援
が

で
き
な
い

か
。

①
町
営
若
者
住
宅
は
、
低
額
な
家

賃
で
将
来
の
定
住
を
促
す
目
的
で
あ
る
。

入
居
者
は
こ
れ
ら
の
趣
旨
と
入
居
期
間

を
理
解
し
て
入
居
し
て
い
る
。
一
方
で
、

町
内
の
移
住
先
不
足
も
認
識
し
て
お
り
、

分
譲
地
販
売
、
子
育
て
応
援
住
宅
建
設
、

空
き
家
活
用
な
ど
を
通
じ
、
永
住
に
つ

な
げ
る
努
力
を
続
け
る
。
今
後
は
、
子

育
て
定
住
推
進
対
策
事
業
の
見
直
し
の

中
で
、
入
居
期
間
の
基
準
も
検
討
す
る
。

②
大
学
等
へ
の
進
学
で
は
遠
方
へ
の
通

学
が
多
く
、
交
通
費
が
高
額
に
な
る
が
、

就
職
者
と
の
均
衡
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
在
の
事
業
は
18
歳
以
下
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
高

等
教
育
進
学
時
の
交
通
費
補
助
は
現
時

点
で
は
難
し
い
。
今
後
、
子
育
て
定
住

推
進
対
策
の
見
直
し
の
中
で
、
支
援
の

必
要
性
と
可
能
性
を
検
討
す
る
。

③
町
と
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が

奥
多
摩
中
学
校
に
通
う
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
町
外
中
学
進
学
者
を
応
援
す
る

も
の
の
、
現
状
、
奥
多
摩
中
学
校
が
あ

る
た
め
、
交
通
費
の
支
援
は
難
し
い
。

問

答

子
育
て
定
住
推
進
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
定
住
推
進
対
策
事
業
の

見
直
し
の
中
で
検
討
す
る

大
澤

由
香
里
議
員

お
お
さ
わ

ゆ

か

り

（日
本
共
産
党
）

（８）



議 案 名

議 員 名

新企画 わがまち・この人

奥多摩町猟友会地区長 大久保 雄二さん

（９）

（取材・写真：相田恵美子）

「大丹波地区での有害駆除」に同行Vol.2
5月14日早朝、活動の様子を見学させていただきました。朝礼では、厳粛な雰囲気のな

か、大久保会長から安全確認の徹底や注意事項が伝えられました。猟友会の会員の皆さん
は、速やかに目的地へと移動し、それぞれ装備を整えて入山していきます。現地では、大
久保会長が無線での通信状況を確認しながら、狩猟の進行を指揮していました。指揮の合
間には、奥多摩猟友会の活動についてもお話を伺うことができました。

Ｑ1. 奥多摩猟友会の目的や歴史、具体的な活動について教えてください。

Ｑ2. 本日の捕獲対象について教えてください。

通常の活動はシカの捕獲で、年間２４０頭までの捕獲制限が
ありますが、毎年その制限いっぱいまで捕獲を行っています。

Ｑ３. 今後の活動に向けて、要望があれば、お聞かせください。

教習射撃への支援を希望しています。

■取材・撮影：澤本幹男・榎戸雄一

大久保会長の愛車
オレンジ色と家紋が
目印です。

こんなに多くの活動があったとは驚きました。この他にもクマ
の出没による緊急出動など、今回の取材で猟友会の活動を知るこ
とができました。取材の協力ありがとうございました。

奥多摩猟友会は、狩猟道徳の向上と野生鳥獣の保護、有害鳥獣の駆除や自然環境の保
全などを目的に活動しています。２０年以上にわたり有害鳥獣の駆除に携わり、鳥獣
の生息環境整備事業の一環として、シカ・サル・イノシシ・クマの捕獲を積極的に
行っています。具体的な活動は以下のとおりです。
 ・駆除活動 ： 週３回 （水・土・日）に実施。
 ・わな担当 ： 週２回 （月・木）のパトロールを実施。
 ・会 長 ： 週３回程度、不定期にパトロールを実施。



●石川県穴水町の概要

位置： 石川県の能登半島の中央に位置し、県庁所在地の金沢市から約9０㎞

地形： 北部と西部は能登丘陵の一部で、東部と南部は海に面し、面積は約183k㎡

人口： 6,815人（令和７年3月）高齢化率50.4％ 震災から532人（7.2％）減少

産業： 農林水産業が主、特産品は能登ワイン・牡蠣貝・ナマコ・栗など

交通： のと里山空港・のと鉄道（北陸新幹線）・北陸自動車道・能越自動車道

（１０）

区 分 内 訳 被害状況 復旧状況等

①犠牲者
47名
※27名は災害関連死

②道路（363線）
通行止め
片側交互通行

20路線
11路線

5路線
3路線

③電気・通信
電気
通信 ※ネット回線含

全域停電
全域不通

1月28日全通
2月 9日全通

④上下水道
上水道
下水道

全域断水
全域使用不可

3月20日通水
1月20日復旧

⑤被害家屋
（住家）

全壊
半壊以上

496棟
1,436棟

公費解体 申請 773棟
公費解体 完了 620棟

⑥被害家屋
（非住家）

全壊
半壊以上

918棟
1,069棟

公費解体 申請 1,955棟
公費解体 完了 1,329棟

⑦避難所
町内避難所
2次避難所

54カ所 約3,991名
11カ所 約 314名

全て閉鎖

⑧仮設住宅
応急仮設住宅
みなし仮設住宅

532世帯 1,072名
111世帯 230名

524世帯 1,073名
100世帯 201名

令和7年3月３１日現在

区 分 内 容

①発生日時 令和６年１月１日 午後４時１０分頃

②震源地 石川県能登地方（珠洲市）

③地震の規模 マグニチュード７．６、最大震度７、深さ１６㎞

④津波の高さ 最大５．８ｍ（新潟県上越市） ※穴水町約１ｍ

■地震の状況

■被害及び復旧の状況等

震災の爪痕が残る視察当日の輪島市及び穴水町の様子（６月24日・25日）

穴水町は人口や予算や高齢化率など奥多摩町と同程度の規模である

能登半島地震 ＜6月24日～２５日＞



福祉避難所の
場所、開設時
間、利用者数
は

≪ 震災の対応や行政の取組を質疑 ≫

備蓄倉庫で不足
したものや必要
なものは

地域的な給水施
設の機能状況は

避難所における
性被害やＤＶ被
害の有無・事例
の把握は

被災時に議員
が果たすべき
役割は

通信インフラの被
災後の改善や新た
な取り組みは

穴水議長：災害を想
定した避難訓練は基
本であり重要である

（１１）

水道の本管は復旧したものの、自宅までの接続工事が進まず、
現在も仮設住宅での暮らしが続く。

集積ゴミは、
奥多摩町の総排
出量の１５６年
分相当になる。

質疑の内容は、総務課・交通防災
係・危機管理調整係と共有し町の防
災力強化に活かしたい。

～被災状況と対応状況～

震災後に思う町の
取組みは

穴水町長：支援の受入れで
混乱した事前の細かなシュ
ミレーションと準備が大切

避難所のトイ
レの様子は

災害発生後、議会と
しての働きや役割は

議員を代表して
視察受入れに感
謝します

穴水総合病院
における医療
従事者の確保
は



（１２）

■委員長 ： 澤本 幹男 ■委 員 ： 高橋 邦男 ・ 相田恵美子 ・ 伊藤 英人 ・ 榎戸 雄一

議会運営委員会 ８月２８日（木）
本 会 議 ９月 ２日（火）･３日（水）･５日（金）１２日（金）  
   ※一般質問は５日（金）
決算特別委員会 ９月 ９日（火）･１０日（水）

※会議の予定は変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

※本会議はどなたでも傍聴することができますので希望される方は議会事務局で
手続きを行なってください。

問い合わせ先 議会事務局 ０４２８（８３）２３０２（直通）

★

請
願
・
陳
情

★

９
月
定
例
会
で
は
、
８
月

８
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
受

理
し
た
も
の
を
審
議
し
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
受
付
の
場
合
は
、

次
回
定
例
会
で
審
議
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
提
出
す
る

際
に
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
請
願
に
は
必
ず
１
人
以
上

の
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。

（
陳
情
は
不
要
で
す
）

②
請
願
・
陳
情
者
は
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必

ず
記
載
し
署
名
（
記
名
の

場
合
は
押
印
）
し
て
く
だ

さ
い
。

③
提
出
は
議
会
事
務
局
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

※

詳
し
い
こ
と
は
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

議会のみえる化を推進し、より開かれた議会運営

を行うため、令和７年第２回・６月議会より定例

会（一般質問）の録画映像をユーチューブ配信し

ます。

★千枚田･・･日本棚田百選、国指定文化
財名勝に指定されている。

視察で立寄った石川県輪島市にある「白米千枚田」。後ろに広がる棚田は能登半島地震と豪雨

によって甚大な被害を受けてしまいました。修復や草刈りなど地元住民グループが中心となり、

手作業で1004枚の田んぼの復旧をしています。この5月に一部の田んぼで田植えも出来まし

た。また、当日は小泉進次郎農相もこの白米千枚田の視察に訪れていました。
高橋 邦男（記）

しろよね
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